
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

高
齢
者
の
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま

す
。
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
負
担

金
な
ど
は
下
表
に
記
載
し
て
い
ま

す
。高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
必
要
な
支

援
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
一
人
暮

ら
し
の
世
帯
や
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、
一
人
暮
ら
し
の
身
体
障
害
者

の
世
帯
で
加
齢
に
伴
う
心
身
の
機

能
低
下
や
心
身
の
障
害
、
傷
病
な

ど
で
調
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
世

帯
に
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
食
事
を
届
け
、
利
用
者
の
安
否

確
認
を
行
い
ま
す
。

ふ
と
ん
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス

寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
世

帯
に
寝
具
の
洗
濯
、
乾
燥
や
消
毒

を
行
い
ま
す
。

家
事
援
助
ヘ
ル
パ
ー

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
家
事
を

行
う
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
の
世

帯
に
対
し
①
家
事
、
②
相
談
・
助

言
、
③
家
の
周
り
の
手
入
れ
な
ど
、

簡
単
な
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行

い
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
の
給
付
、
貸
与

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
に
、
介
護
保
険
事

業
の
対
象
と
な
ら
な
い
日
常
生
活

用
具
を
給
付
、
貸
与
し
ま
す
。

第
１
回
委
員
会
で
、
合
併
協
議

会
会
長
の
原
田
慎
太
郎
宗
像
市
長

は
「
公
募
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な

さ
ん
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
公
募
期
間

中
に
８
４
５
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
作
品
で

す
が
、
委
員
の
み
な
さ
ん
は
21
世

紀
に
飛
躍
す
る
新
市
の
顔

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
市
章

を
選
考
し
て
い
た
だ
け
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
な
ど
を
確
認
し
た

後
、
作
品
の
選

考
に
あ
た
り
ま

し
た
。

選
考
に
あ
た

っ
て
は
、
５
項

目
の
選
考
基
準

を
設
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

３
段
階
の
評
価
を
行

い
、
得
点
の
高
い
順
か

ら
10
作
品
に
し
ぼ
り
ま

し
た
。
選
考
基
準
は

「
未
来
・
夢
・
新
鮮
さ
」

「
自
然
・
環
境
」
「
文

化
・
歴
史
」
「
個
性
・

機
能
」
「
印
象
」
が
感

じ
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
10
作
品
を
市
町
職
員
全

員
の
投
票
に
よ
っ
て
５
作
品
と

し
、
さ
ら
に
は
住
民
に
よ
る
選

考
（
投
票
）
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
選
考

委
員
会
で
決
定
す
る
こ
と
が
合

意
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
新
市
市
章
選
考
委
員
会
が
、
10
月
25
日
に
玄
海
町
の
「
ゆ
う
ゆ
う
ぷ
ら

ざ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
宗
像
市
や
玄
海
町
の
小
学
生
な
ど
が

取
り
組
ん
だ
作
品
な
ど
、
応
募
期
間
中
に
寄
せ
ら
れ
た
８
４
５
作
品
の
中
か
ら
10

作
品
を
選
考
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
８
日
に
行
わ
れ
た
第
２
回
委
員
会
で
は
、
第
１
回
委
員
会
で
選
考

し
た
10
作
品
の
中
か
ら
、
市
町
職
員
全
員
に
よ
る
投
票
結
果
を
受
け
、
住
民
に
よ

る
選
考
（
投
票
）
に
図
る
５
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
新
市
市
章
選
考
の
投
票
用
紙
は
、
今
月
号
の
広
報
紙
に
折
り
込
ん
で
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

第
２
回
委
員
会
で
は
、
市
町
職

員
全
員
の
投
票
で
選
考
し
た
５
作

品
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
デ
ザ
イ

ン
や
色
彩
、
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
協
議
し
た
５
作
品

を
住
民
に
よ
る
選
考
（
投
票
）
に

図
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
新
市
市
章
選
考
委
員
会
で
候
補
10
作
品
を
選
定

第
２
回

新
市
市
章
選
考
委
員
会
で

５
作
品
を
決
定

緊
急
通
報
装
置
の
給
付
、
貸
与

緊
急
事
態
に
陥
る
可
能
性
が
高

く
、
定
期
的
に
安
否
の
確
認
が
必

要
な
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

に
対
し
て
、
緊
急
時
に
お
け
る
連

絡
手
段
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

理
髪
店
や
美
容
院
に
出
向
く
こ

と
が
困
難
な
在
宅
高
齢
者
に
、
理

容
師
や
美
容
師
が
訪
問
し
、
理
髪

な
ど
を
行
い
ま
す
。

介
護
予
防
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

比
較
的
元
気
な
60
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
、
家
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
人
を
対
象
に
、

セ
ン
タ
ー
に
送
迎
し
、
入
浴
や
食

事
、
日
常
生
活
動
作
の
訓
練
、
趣

味
活
動
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

お
お
む
ね
65
歳

以
上
で
一
時
的
に

自
宅
で
の
生
活
が

困
難
に
な
っ
た
高

齢
者
が
、
短
い
期

間
（
原
則
７
日
間
）、

養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
入
所
し
、
生
活

習
慣
な
ど
の
指
導

を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

高
齢
者
等
住
宅
改

造
費
助
成

在
宅
で
介
護
が

必

要

な

高

齢

者

（
非
課
税
世
帯
が
対

象
）
が
住
み
や
す

い
よ
う
に
住
宅
を

改
造
す
る
場
合
、

介
護
保
険
枠
の
20

万
円
を
含
む
50
万

円
を
上
限
に
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
相
談
を
受
け
た
り
、
介

護
に
関
す
る
説
明
を
し
た
り
、
介

護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
な
ど
の

申
請
代
行
、
関
係
機
関
と
の
連
絡

調
整
な
ど
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
家
族
に
経
済
的
な
負
担
の
軽
減

と
精
神
的
な
援
助
を
図
る
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

家
族
介
護
慰
労

重
度
（
要
介
護
４
・
５
）
の
高

齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
、
過
去
１

年
間
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
（
１
週

間
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利

用
を
除
く
）
を
利
用
し
な
か
っ
た

市
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
、
年
10

万
円
の
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

紙
お
む
つ
給
付
サ
ー
ビ
ス

在
宅
で
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ね
た
き
り
や
痴
呆
性
高
齢
者
で
、

常
時
紙
お
む
つ
が
必
要
な
人
に
、

月
１
万
円
を
限
度
に
紙
お
む
つ
の

現
物
支
給
を
行
い
ま
す
。

あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

は
い
か
い
の
行
動
が
あ
る
痴
呆

性
高
齢
者
に
、
専
用
の
端
末
を
携

帯
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
早
期
に

居
場
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム

原
則
と
し
て
65
歳
以
上
で
身

体
、
精
神
ま
た
は
環
境
上
の
理
由

や
経
済
的
に
在
宅
で
の
生
活
が
困

難
な
人
が
入
所
で
き
る
施
設
で

す
。

両　
市　
町　
で　
は　
、　
来　
年　
４　
月　
１　
日　
の　
合　
併　
に　
向　
け　
、　
宗　
像　
市　
・　
玄　
海　
町　

合　
併　
協　
議　
会　
で　
合　
意　
し　
た　
29
項　
目　
の　
調　
整　
方　
針　
に　
従　
い　
な　
が　
ら　
、　
さ　
ま　

ざ　
ま　
な　
事　
務　
事　
業　
の　
調　
整　
を　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　
新　
「　
宗　
像　
市　
」　
に　
な　
る　

と　
ど　
の　
よ　
う　
に　
変　
わ　
る　
の　
か　
、　
住　
民　
の　
み　
な　
さ　
ん　
に　
関　
わ　
り　
の　
深　
い　
も　

の　
を　
中　
心　
に　
、　
お　
知　
ら　
せ　
し　
ま　
す　
。　

応
募
さ
れ
た
作
品

候補作品を選考する委員

第２回新市市章選考委員会

介
護
保
険
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

平成14年12月１日（11） 宗 像 市 ・ 玄 海 町 合 併 協 議 会 だ よ り 第26号

介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
、
平
成
15
年
度
が
見
直
し

の
時
期
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
両

市
町
そ
れ
ぞ
れ
に
、
医
療
福
祉
の

専
門
家
や
住
民
代
表
な
ど
で
組
織

す
る
協
議
会
（
審
議
会
）
を
設
置

し
、
過
去
の
給
付
実
績
や
実
態
調

査
を
も
と
に
平
成
15
年
度
以
降
の

保
険
料
や
介
護
保
険
関
連
事
業
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。
こ
の

協
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
宗
像
市

と
玄
海
町
の
広
報
な
ど
を
通
じ
て

今
後
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援

家
族
介
護
支
援

施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
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▲
遊
歩
道

「
つ
ば
き
ロ
ー
ド
」

地
島
に
自
生
す
る
野
生
種
の

椿
、
約
６
０
０
０
本
が
島
内
の

あ
ち
こ
ち
で
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

そ
の
中
を
「
つ
ば
き
ロ
ー
ド
」

と
呼
ば
れ
る
遊
歩
道
が
、
自
然

を
保
護
し
つ
つ
歩
き
や
す
く
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
展

望
台
か
ら
は
玄
界
灘
、
響
灘
が

一
望
で
き
、
そ
の
眺
望
は
必
見

で
す
。
な
お
、
椿
の
見
頃
は
12

月
中
旬
か
ら
３
月
上
旬
で
す
。

宗
像
市
、
玄
海
町
を
住
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
両
市
町
の
紹
介
を
連
載
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
宗
像
市
は
南
郷
地
区
、
玄
海
町
は
地
島
地
区
を
紹

介
し
ま
す
。
一
度
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▲
宗
生
寺

そ
う
し
ょ
う
じ

・
馬
頭
観
音

美
し
い
藤
棚
と
、
３
０
０
０

本
の
ツ
ツ
ジ
が
見
事
な
宗
生
寺

は
、
禅
宗
の
名
刹
で
す
。
裏
山

に
あ
る
馬
頭
観
音
は
、
奈
良
時

代
の
僧
・

行
基

ぎ
ょ
う
き

の
手
に
よ
る

秘
仏
で
、
33
年
間
に
２
度
開
帳

さ
れ
ま
す
。

南
郷
地
区

▲
太　
閤　
橋　

正
し
く
は
大
穂

お
お
ぶ

橋
で
す

が
、
地
元
で
は
昔
か
ら
、
こ

う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
川
幅

の
狭
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

頑
丈
な
石
積
み
が
施
さ
れ
て

お
り
、
当
時
の
重
要
人
物
が

渡
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま

す
。

▲
原
町

は
る
ま
ち

（
唐
津
街
道
）

赤　
間　
宿　
と　
畦　あぜ
町　
宿　
の　
中　
間　

に　
位　
置　
す　
る　
町　
並　
み　
は　
、　
し　

っ　
と　
り　
と　
し　
た　
当　
時　
の　
面　
影　

を　
残　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
旧　
家　
を　

利　
用　
し　
た　
古　
美　
術　
屋　
な　
ど　
も　

あ　
り　
ま　
す　
。　

九　
州　
大　
道　
芸　
ま　
つ　
り　
の　
会　

場　
に　
も　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

宗　
像　
市　
の　
南　
に　
位　
置　
し　
、　
宗　
像　
の　
旧　

文　
化　
と　
新　
文　
化　
に　
出　
会　
え　
ま　
す　
。　
こ　
の　

紙　
面　
で　
紹　
介　
し　
て　
い　
る　
も　
の　
以　
外　
に　
も　

軽　
い　
登　
山　
の　
で　
き　
る　
許　
斐　
山　
や　
、　
四　
季　

折　
々　
の　
美　
し　
い　
植　
物　
が　
み　
ら　
れ　
る　
、　
こ　

の　
み　
公　
園　
や　
県　
指　
定　
天　
然　
記　
念　
物　
の　
美　

し　
い　
ク　
ス　
ノ　
キ　
の　
あ　
る　
光　
岡　
八　
幡　
宮　
な　

ど　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
最　
近　
で　
は　
、　
国　
道　
３　

号　
線　
を　
中　
心　
に　
商　
業　
施　
設　
が　
建　
ち　
並　
び　
、　

多　
く　
の　
人　
々　
が　
訪　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

▲
下
水
処
理
施
設

漁　
港　
や　
漁　
場　
の　
水　
質　
を　
保　
全　

し　
、　
そ　
の　
機　
能　
の　
維　
持　
向　
上　
を　

図　
る　
と　
と　
も　
に　
、　
便　
所　
の　
水　
洗　

化　
へ　
の　
対　
応　
な　
ど　
快　
適　
な　
生　
活　

環　
境　
を　
形　
成　
す　
る　
た　
め　
、　
平　
成　

９　
年　
度　
か　
ら　
地　
島　
地　
区　
漁　
業　
集　

落　
環　
境　
整　
備　
事　
業　
に　
取　
り　
組　
み　
、　

平　
成　
1  4  
年　
度　
、　「　
地　
島　
下　
水　
処　
理　

施　
設　
」　
が　
供　
用　
開　
始　
さ　
れ　
ま　
し　

た　
。　

▲
椿
油
加
工
場
（
泊
地
区
）

鐘
崎
か
ら
町
営
渡
船
「
ニ
ュ
ー
地
島
」

で
約
５
分
、
最
初
に
到
着
す
る
の
が
泊
港

で
す
。
そ
の
泊
地
区
に
椿
油
加
工
場
が
あ

り
ま
す
。

や
ぶ
椿
か
ら
と
れ
る
椿
油
は
生
産
量
は

少
な
い
が
品
質
が
良
く
、
整
髪
や
食
用
に

ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
で
す
。

地
島
地
区

昔　
な　
が　
ら　
の　
の　
ど　
か　

な　
雰　
囲　
気　
、　
豊　
か　
な　
自　

然　
を　
た　
た　
え　
る　
漁　
業　
の　

島　
、　
地　
島　
は　
、　
鐘　
崎　
か　

ら　
北　
西　
の　
海　
上　
約　
２　
キ　

ロ　
の　
と　
こ　
ろ　
に　
位　
置　
し　

ま　
す　
。　

豊　
岡　
地　
区　
と　
泊　
地　
区　

の　
２　
つ　
の　
集　
落　
が　
あ　
り　
、　

ワ　
カ　
メ　
、　
ウ　
ニ　
、　
ア　
ワ　

ビ　
な　
ど　
の　
海　
産　
物　
や　
椿　

油　
な　
ど　
の　
特　
産　
品　
が　
あ　

り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
島　
内　
に　
数　
件　

あ　
る　
民　
宿　
で　
は　
地　
元　
の　

食　
材　
を　
使　
っ　
た　
お　
い　
し　

い　
料　
理　
が　
味　
わ　
え　
ま　
す　
。　

▲地島全景
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